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生
き
る
意
味　

自
分
の
た
め
に　

考
え
て　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

友
衣（
１
年
）

　

交
わ
そ
う
よ　

明
る
い
笑
顔
と　

思
い
や
り　
　
　
　
　
　

千
葉　

夏
美（
２
年
）

　
「
あ
り
が
と
う
」　

素
直
な
心　

忘
れ
ず
に　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

優
香（
３
年
）
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「
気
づ
か
れ
な
い
」　

そ
う
思
っ
て
も　

み
な
見
て
る　
　
　

丸
山　

紗
葵（
１
年
）

　

あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
の
心
を　

ひ
ら
く
か
ぎ　
　
　
　
　

三
浦　

和
弘（
１
年
）

　

あ
い
さ
つ
で　

今
日
も
広
が
る　

仲
間
の
輪　
　
　
　
　
　

猪
岡　
　

順（
２
年
）

　

む
き
あ
っ
て　

自
分
の
心
と　

正
直
に　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

竜
馬（
２
年
）

　

君
の
手
が　

閉
ざ
し
た
心
を　

導
く
手　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

達
也（
３
年
）

　

悪
い
こ
と　

さ
せ
な
い
御
守
り　

家
族
の
輪　
　
　
　
　
　

千
葉　
　

凜（
３
年
）
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「
や
め
よ
う
い
じ
め
」　

こ
の
一
言
で　

あ
ふ
れ
る
笑
顔　
　

岩
渕　

悠
平（
１
年
）

　

ま
に
あ
う
よ　

そ
の
と
き
そ
の
声　

た
す
け
の
手　
　
　
　

千
葉　

大
輝（
１
年
）

　
「
や
め
な
さ
い
」　

そ
の
一
言
は　

家
族
の
や
さ
し
さ　
　
　

三
浦
佳
奈
子（
１
年
）

　

笑
顔
あ
る　

明
る
い
世
界
に　

犯
罪
な
し　
　
　
　
　
　
　

田
上　
　

渉（
１
年
）

　

こ
の
町
を　

世
界
に
誇
れ
る　

架
け
橋
に　
　
　
　
　
　
　

岩
渕　

貴
法（
１
年
）

　

聞
い
て
み
よ
う　

自
分
の
心
は　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？　
　
　

小
野
寺
智
哉（
２
年
）

　

家
族
は　

自
分
を
わ
か
っ
て
く
れ
る　

居
場
所
だ
よ　
　
　

岩
渕　

真
実（
２
年
）

　

守
ろ
う
よ　

大
事
な
笑
顔　

大
事
な
自
分　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

美
咲（
２
年
）

　

ま
ち
が
い
を　

認
め
て
あ
げ
る　

心
を
も
と
う　
　
　
　
　

鳥
畑　

麻
美（
２
年
）

　
「
お
は
よ
う
」と　

朝
に
響
き
輝
く　

平
泉　
　
　
　
　
　
　

千
葉
詩
緒
璃（
２
年
）

　

暗
く
て
も　

行
く
道
照
ら
す　

光
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
美
桜（
３
年
）

　

も
う
一
度　

踏
み
出
す
足
を　

支
え
る
社
会　
　
　
　
　
　

吉
野　

詢
平（
３
年
）

　
「
い
け
な
い
よ
」　

そ
の
一
言
が　

本
当
の
勇
気　
　
　
　
　

鈴
木　

虹
賀（
３
年
）

　

あ
い
さ
つ
は　

心
を
つ
な
ぐ　

架
け
橋
だ　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

颯
太（
３
年
）

　

や
め
よ
う
と　

言
え
る
友
達　

作
ろ
う
よ　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

義
則（
３
年
）
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「
平
泉
町
第
９
区
自
主
防
災
会
」が

８
月
５
日
、
９
区
住
民
に
よ
っ
て
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
町
内
で
の
同

組
織
結
成
は
６
つ
め
で
す
。

　

同
日
、
佐
野
公
民
館
で
開
か
れ
た

設
立
総
会
に
は
、
住
民
と
消
防
関
係

者
、
合
わ
せ
て　

人
余
り
が
出
席
し

40

ま
し
た
。
会
長
に
結
成
準
備
委
員
会

長
を
務
め
た
岩
渕
正
美
さ
ん
を
選
出

し
、
同
準
備
委
員
会
が
作
成
し
た
規

約
や
組
織
編
成
、
活
動
計
画
、
予
算

な
ど
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
活
動
計
画
で
は
、
平
常

時
に
▽
消
火
・
避
難
訓
練
▽
情
報
伝

達
体
制
の
確
立
▽
火
気
使
用
設
備
の

点
検
―
な
ど
、
災
害
発
生
時
に
▽
避

難
勧
告
な
ど
情
報
の
伝
達
、
確
認
▽

出
火
防
止
、初
期
消
火
活
動
▽
救
出
・

救
護
活
動
―
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　悠久の湯平泉温泉では、日ごろからご利
用いただいているお客さまへ感謝の気持ち
を込めて、９月からポイントカード制度を
始めました。
　入館していただいたお客さま（大人の方
に限ります）に、希望によりその場でポイ
ントカードを発行します。
ポイントが12個たまれば、次回の入館料が
無料になります。さらにポイントが24個た
まれば、入館料１回無料に加えて特典が付
きます。
　これからもお客さまに満足いただける施
設づくりに一層努めてまいりますので、皆
さまのご利用を心よりお待ち申し上げてお
ります。
������

悠久の湯平泉温泉　�34-1300
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　世界遺産登録に向けた調査や審査が、い
よいよ間近に迫ってきました。それに伴い、
さまざまなことを尋ねられる機会も多く
なってきています。このコーナーでは、「平
泉の文化遺産」を構成する寺社について、
それぞれの立場から分かりやすく解説して
いただきます。

　 願成就院宝塔 は、中尊寺本堂の西隣、願成就院が別
がんじょうじゅいんほうとう

当をつとめる 峯薬師堂 の前にある石造宝塔です。願成
みねのやくしどう

就院の住僧であった、 密浄上人 の墓と伝えられてきま
みつじょうしょうにん

した。江戸時代、元禄年間に、峯薬師堂は、中尊寺山
内を流れる桜川という小川の川向こう、薬師堂山から
現在地に移転してきました。願成就院宝塔もそれと前
後して移転されたものと思われますが、明らかな記録
はありません。
　この宝塔は、安山岩製で、 台石 、 塔身 、 笠石 、 請花 、

だいいし とうしん かさいし うけばな

 宝珠 から構成されていて、総高は125.7㌢となっていま
ほうじゅ

す。このうち、笠石、請花、宝珠は一石から造り出さ
れています。
　この宝塔の最大の特徴は、塔身部を 水瓶 形（塔身部

すいびょう

の上部を一回り細く、あたかも首のごとく）に造られ
ていることです。そのためか、かつては「 有頸 五輪塔」、

ゆうけい

「 長頸  五輪塔」、「原始五輪塔」あるいは「宝塔五輪」
ちょうけい

とも称されたことがありました。
　類例がそれほど多く報告されていないこの宝塔が、
平泉には現在でも数多く残っていることが『 路傍 の 碑 』

ろぼう いしぶみ

（平泉文化会議所、平成16年発行）で明らかとなり、現
在は平泉に分布するこの形式の宝塔は「平泉型宝塔」
と称されるようになっています。なぜ長い間にわたり、

「平泉型宝塔」が造り続けられたのかも大きな 謎 といえ
なぞ

るでしょう。
　願成就院宝塔の造立年代は、 釈尊院五輪塔 のように

しゃくそんいんごりんとう

銘文がないため、特定の年代を出すことは、残念なが
らできません。しかし、笠石のゆるい 勾配 、優美とも

こうばい

いえる 軒反 り、宝珠の形状などからして、平安時代後
のきぞ

期のものと考えられています。
中尊寺　北嶺　澄照
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　 三日町 Ⅲ遺跡は、祇園八坂神社の北東約240㍍の平泉
みっかまち

字三日町に位置します。本年度の第５次調査では、
 掘立柱建物 １棟、溝跡１条、柱穴25個が見つかりました。
ほったてばしらたてもの

　掘立柱建物は、東西4.2㍍、南北4.5㍍以上の規模で、柱
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を立てるために掘った穴は直径50㌢前後、深さ50～70
㌢ほどありました。今回の調査区外へ広がる可能性が
高く、本来の建物はもっと大きいものと思われます。
建物の時期は、柱穴から出土している遺物が小破片の
ためはっきりしません。
　今回の調査で見つかった柱穴の中には、柱として
使った木材がそのまま残ったものもあります。これら
がいつの時期のものかは、今後の整理作業の中で検討
していくことになります。
　出土した遺物には縄文土器、縄文時代の 石鏃 （やじ

せきぞく

り）、平安時代の 須恵器 、かわらけ・陶磁器などがあり
すえき

ます。小破片がほとんどですが、16世紀ごろの中国で
作られた 染付 の磁器皿も出土しています。

そめつけ

　以上のことから、三日町Ⅲ遺跡周辺では、縄文時代
から継続して人々が生活をしていた様子がうかがえま
す。　　　　　　　　　　��������	
���木材がそのまま残った柱

願成就院宝塔


